島根県の戦時下における農繁期共同炊事・共同託児所と保健婦活動 by 落合 のり子 & Noriko OCHIAI
－ 69 －
島根県の戦時下における農繁期共同炊事・
共同託児所と保健婦活動
落合のり子
島根県の保健婦養成所卒業生が，戦時下で取り組んだ農繁期共同炊事や
共同託児所の活動実態を産業組合の事例調査記録等から明らかにした。戦
時下の厳しい生活環境の中で，食糧を確保するためには，共同で農作業を
する以外に道はなく，そのための共同炊事・共同託児所であったことが，
改めて確認できた。産業組合に就業した保健婦達は，これらの活動を通し
て住民の生活実態を把握し，徐々にその存在を住民に理解され，受け入れ
られていったことが推察できた。
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Ⅰ．はじめに
島根県においては，農村の医療衛生環境改善
のため，昭和 16 年 7 月制定の「保健婦規則」に
先立つ形で保健婦養成が開始されている。「島
根県松江社会保健婦養成所」１期生らは，家庭
訪問，生活及び環境改善指導のほか，農村実習
において農繁期共同炊事や共同託児所に取り組
んだ（島根県保健婦専門学院　島根県保健婦養
成所卒業生会，1985）（亀山，1984）とされるが，
その活動実態は明らかではない。
昭和 17 年当時の島根県の人口は約 70 万人で
あり，県下 249 市町村中 132 市町村（53％）が国
民健康保険組合（以下，国保）を設置していた。
当時，大原郡では全町村で産業組合（現 JA：農
業協同組合）が国保の代行をしており，保健婦
も農事組合の所属であった（島根県・島根県国
民健康保険団体連合会，1968）。
本稿の目的は，昭和 10 年代後半に農村で取り
組まれた農繁期共同炊事・共同託児所の実践活
動を，指定町村となった産業組合の事例調査記
録を基に調べ，初期の保健婦活動が展開された
当時の地域の状況と保健婦との関わりを明らか
概　　要
にすることにある。
Ⅱ．島根県における農繁期共同炊
事及び共同託児所の概観と本
稿の調査対象
産 業 組 合 中 央 会 は，昭 和 16 年 か ら，全 国
一千ヶ町村を指定し，農繁期栄養食共同炊事及
び共同託児所の普及開設に取り組んだ。島根県
においては，1941（昭和 16）年８月から，産業
組合島根支会と県農会が主体となって，戦時下
の食糧増産を目的に，農村における労力対策，
保健対策として共同作業，共同炊事，共同託児
所の普及を県と共に行った。
その事例調査報告のうち「島根県松江社会保
健婦養成所」１期生２名が昭和 17 年に保健婦
として赴任した（落合，栗谷，2011）島根県大
原郡海潮（うしお）村産業組合が所轄する八所
（はっそ）農事実行組合の記録（産業組合中央
会，1942）を読み取り，当時の活動実態を分析し
た。海潮村は現雲南市大東町（旧大原郡大東町）
の地区である（島根県国民健康保険団体連合会，
1979）。
また，共同炊事及び共同託児所が開設されて
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図　昭和 15 年当時の位置図（「三刀屋保健所のあゆみ」P16 から引用）
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いた現地に赴き，元産業組合専務理事宅で保管
されていた当時の写真を入手した。当時の海潮
村で４年９か月間就業した元保健婦から，住民
と保健婦との関わりついて聞き取りを行った。
写真，聞き取り内容の公表については，元産業
組合専務の子と当該の元保健婦から文書，口頭
で了解を得た。
Ⅲ．調査地域における農繁期共同
炊事及び共同託児所の実態
１．地区の概況
八所集落は，松江市の東南約 15 ｋｍ，大原郡
海潮村（現雲南市大東町海潮）19 集落の東北端
にあり（図），三方が山に囲まれた高原地帯（標
高 150 ～ 240 ｍ）の集落で，各家は散在してい
る。村の中心（役場，国民学校，産業組合）から
約３ｋｍ，交通の便が悪く，耕地は棚田式で土
質もあまり良好でない。産物は，米，麦，木炭，
繭，ラミー（からむし・まお：天然食物繊維）で，
食糧の自給は充分であるが供出すべき余裕はな
い。
区域内の総戸数は 51 戸，全戸農業者で農事実
行組合に全部加入している。農業従事者は，139
人（男 66 人，女 73 人）で，１戸平均 2.7 人であっ
た。耕作面積は，そのほとんどが１戸あたり２
町未満である（表１）。春の田植え（写真１），秋
の稲刈りの農繁期には，集落単位で農事実行組
合が共同作業を推進し，併せて１日３食の共同
炊事と幼児の託児所（写真２）を運営した。
２．共同炊事
共同炊事の開設動機は，農繁期の農作業から
母親，特に妊婦を救うためであった。昭和 16
年度の海潮村の乳幼児死亡率は 24％（県平均
19％）であった。部落会館（養蚕の共同飼育場）
を会場にして，当初は 15 戸（93 人）が参加し，
調理は村民の中から炊事婦を決め，輪番制で２
　日数 　　時間 　 場所
朝：6：30
昼：11：30
晩：17：00
10/21～31 稲刈り 11日間 8：00-17：00
11/1～11/20 麦播き 20日間 8：30-17：00
11/1～11/20 脱穀、調整・出荷 20日間 9：00-18：00
12/1～3月中旬 製炭 3か月間 9：00-17：00
8：00-17：0011日間
18日間
開設期間と作業内容
参加戸数２８戸、託児員数２８人
　　　　　　　　加入者・利用者
共同炊事
共同託児所
共同作業
10/21～11/7
10/21～10/31
隣保班組織で８班編成　１班は5～7戸
（内訳）７歳：３人、６歳：５人、５歳：３人、
４歳：８人、３歳：９人
１５戸、９３人（男：４９人、女４４人）部落会館
部落会館
表 1　農繁期共同炊事・共同託児所・共同作業の実際
写真 1　八所共同作業（田植え） 写真 2　八所共同炊事場・託児所
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名ずつが担当した。県の講習を受けた農事実行
組合の組合員（男性）が主任となり，18 日間に
渡って共同炊事の特別配給物資と自給資材（米・
麦・野菜）を材料にした郷土食栄養献立（表２）
を作成し，炊事方法の指導を行った。献立は，
鉄火味噌，栄養豆，五目煮，呉汁など大豆や芋類
を用いた栄養摂取の工夫がなされていた。
食事の種類は主食と副食で，回数は朝昼晩の
３回，その配給時間は朝６時 30 分，昼 11 時 30
分，晩５時と決められており，手廻しサイレン
で報知された。サイレンの合図で子どもが空に
なったお櫃や鍋を持って食事を取りに来てい
た。
共同炊事は，農繁期の農作業に伴う母親の過
労を救うために実施されたものであるが，共同
の農作業が円滑に行われただけでなく，婦人が
栄養食献立に興味を持ったこと，比較的味覚と
栄養に富んだ食事でありながら，食事の経費が
安価（１人１食 10 銭の現金支出）で済んだこと，
共同作業による協同和合の精神涵養にも効果が
あった。
３．共同託児所
共同託児所は，海潮村からの勧めがあり，昭
和 15 年４月から開設された。経営主体は農事
実行組合で，区域は八所集落一円であり，共同
炊事と同じ部落会館を会場にしていた。保母役
は婦人会から２名が輪番で担当した。女子青年
団も２名ずつ助手となって幼児の世話をした。
いずれも無報酬であった。期間は 10 月の 11 日
間で，時間帯は朝８時から夕方５時までであっ
た。参加戸数は 28 戸で，３歳から７歳まで，計
28 人の参加であった。
共同託児所の開設により母親が子どもの保育
から解放され，婦人の労力が農作業に 100％発
揮された。また，子どもの行儀が良くなり，団
体生活により共同心が涵養され，子ども自身が
遊戯等を覚えて喜んで行くようになった。
４．保健婦の役割
保健婦は乳児訪問の傍ら，共同炊事場・共同
託児所を巡回し，食事の配分時の計量を補助し，
幼児の健康観察や手洗い指導，爪切りなど世話
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をしながら徐々に住民との関係を深めていっ
た。保健婦として何をするのも手探り状態で
あったが，“共同”活動の場は，住民の生活その
ものを観察すると同時に，保健婦の存在を周知
する場でもあった。
Ⅳ．農繁期共同炊事及び共同託児
所における保健婦活動の意義
戦時下の厳しい生活環境の中で，食糧を確保
するためには，女性や高齢者が中心となって共
同で農作業をする以外に道はなく，そのための
共同炊事・共同託児所であったことが，改めて
確認できた。農事実行組合は組織的に集落の婦
人会や女子青年団とも連携しながら，十分に活
動の成果を上げていた。産業組合に就業した保
健婦達は，これらの活動を通して住民の生活実
態を把握し，徐々にその存在を住民に理解され，
受け入れられていったことが推察できた。
近代国家において公衆衛生は，支配体制の維
持や社会秩序の維持にとって必要不可欠な行政
領域であり，地域住民の疾病の予防や乳幼児の
健全な育成は生活の安定につながり，国家の安
定に通ずるものである（川上，2013）。
島根県では県を挙げた先進的な保健婦養成が
開始される中で，総力戦体制下における農村の
状況に適合する保健婦の役割や位置づけを考え
ざるを得なかったと言える。
Ⅴ．おわりに
保健婦資格の社会的承認が不十分な時期にお
ける農繁期共同炊事・共同託児所での活動は，
保健婦が公衆衛生看護の知識と技術を用い，社
会事業の識見を持ちつつ，住民の個別のニーズ
に対応し，看護師とは異なる役割を模索した事
業であったと言える。
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